
香川高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 数学特論Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0004 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（機械電子工学コース
）（2023年度以前入学者） 対象学年 専1

開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「線形代数学ー初歩からジョルダン標準形へ」三宅　敏恒　［培風館］
担当教員 中空 大幸,谷口 浩朗
到達目標
1. ベクトル空間に関する基本的な事項を理解し, 関連する問題が解ける。
2. 線形写像に関する基本的な事項を理解し, 関連する問題が解ける。
3. ジョルダン標準形に関する基本的な事項を理解し, 関連する問題が解ける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
ベクトル空間に関する基本的な事
項を理解し, 関連する問題が解ける
。

ベクトル空間に関する基本的な事
項を理解し, 関連する簡単な問題が
解ける。

ベクトル空間に関する基本的な事
項を理解し, 関連する簡単な問題が
解けない。

評価項目2 線形写像に関する基本的な事項を
理解し, 関連する問題が解ける。

線形写像に関する基本的な事項を
理解し, 関連する簡単な問題が解け
る。

線形写像に関する基本的な事項を
理解し, 関連する問題が解けない。

評価項目3
ジョルダン標準形に関する基本的
な事項を理解し, 関連する問題が解
ける。

ジョルダン標準形に関する基本的
な事項を理解し, 関連する簡単な問
題が解ける。

ジョルダン標準形に関する基本的
な事項を理解し, 関連する問題が解
けない。

学科の到達目標項目との関係
学習教育目標 B-1
教育方法等
概要 ベクトル空間，線形写像，行列の標準化の概念の理解と計算の習熟のために，教科書による講義や演習を行い課題を与

える。
授業の進め方・方法 教科書に基づいて講義する。適宜，演習問題，レポートを課す。自学自習時間に相当する課題を毎回出題する。
注意点 授業時間以外に，1週に4時間の自主学習が必要である。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 行列の基礎確認 行列の計算ができる。

2週 連立1次方程式 連立1次方程式の消去法による解法と解の構造を理解し
, 関連する問題が解ける。

3週 ベクトル空間 ベクトル空間の公理について理解し，具体例について
ベクトル空間であることを示すことができる。

4週 1次独立と1次従属 ベクトルの1次独立性について説明できる。

5週 1次独立な最大個数 ベクトル空間の1次独立なベクトルの最大個数を求める
ことができる。

6週 ベクトル空間の基と次元（１） ベクトル空間の基と次元について説明できる。

7週 ベクトル空間の基と次元（２） ベクトル空間の具体例について，基と次元を求めるこ
とができる。

8週 線形写像 線形写像の定義，線形性を理解し, 関連する問題が解
ける。

2ndQ

9週 線形写像の階数と退化次数 線形写像に関する基本的な用語（核，像，階数，退化
次数）を理解し, 関連する問題が解ける。

10週 線形写像の表現行列 基底による線形写像の行列表示を理解し，次元の低い
具体例について求めることができる。

11週 固有値と固有ベクトル 固有値と固有ベクトルの概念を理解し, 求めることが
できる。

12週 固有空間 固有空間の概念を理解し, 関連する問題を解くことが
できる。

13週 行列の対角化 具体的な行列に対して対角化できる。

14週 ジョルダン標準形 ジョルダン標準形がどのようなものかを理解し, 関連
する問題を解くことができる。

15週 問題演習 授業内容に関連する総合的な問題を解くことができる
。

16週 前期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 問題演習 合計
総合評価割合 80 10 10 100
評価項目1 40 5 5 50
評価項目2 30 4 4 38
評価項目3 10 1 1 12


